
保健センターのお知らせ

問合せ／教育文化振興課 990-9011・企画財政課 991-1815人権 それは 愛

　翌年には同窓会を開催します。4回目はお父さ
んのマタニティ体験もあります。
■日時／1 回目 6 / 1 (火)  午後 1 時30分～ 4 時
　　　　2 回目 6 / 8 (火)  午前10時～午後 1 時
　　　　3 回目 6 /15(火)  午後 1 時30分～ 4 時
　　　　4 回目 6 /19(土)  午前 9 時30分～正午
■場所／保健センター
■持ち物／母子健康手帳、筆記具
■費用／調理実習費３５０円
■申込み／電話で保健センターへ。
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問合せ／保健センター 992-3170 991-2878

初夏の母親学級が始まります 新型インフルエンザワクチン費用の
　　　　　　　　　　　軽減助成について

種　　類 日　程 対象者 場所・時間

〈予防接種〉
ポリオ ５/25(火） 平成21年７月生～10月生

 保健センター　午後1時45分～2時30分
 持ち物：母子健康手帳・予診票
 予防接種専用電話　  992-3100

※乳幼児健診・健康(育児)相談は保健カレンダー (保存版)をご覧ください。

　この人権作文は、児童・生徒のみなさんに、人権や差別について考えていただき、他人の心の痛みがわかる、
差別のない・許さない・見のがさない人になってほしいと願って作成されています。

大切な弟
　今月は｢松伏町小・中学校人権作文集－第16集－｣の作品の中から、小学校４年生の作品を紹介します。

　わたしには弟がいる。わたしが落ちこんでいると、「遊ぼうよ、お姉ちゃん。」と、やさしく声をかけ
てくれる。かわいい弟だが、弟には、しょうがいがある。
　先日、弟の通う学校で運動会があった。「風の向こうへ」というおどりを、おくれてもみんなについて
いこうと一生けん命おどっていた。五十メートル走も一番最後だったけどすごくがんばって走っていた。
弟は、わたしにとって自まんの弟だ。
　ある日のこと、わたしは、友だちのＡさんと遊ぶやくそくをしたので、一人で公園へ行った。そこに
Ｂさんがいて、「弟は？」と、聞いた。Ｂさんは、いつもいっしょにわたしと弟が遊んでいるので、ふし
ぎに思ったのだろう。わたしは「じゃまになるかと思って、今日はつれてこなかったんだ。」と答えた。
すると、Ｂさんは、「やったあ。」と、言った。大切な弟が、そんなふうに言われて、すごく悲しかった。
泣きたい気持ちをひっしにこらえた。Ｂさんは、わたしの顔を見て気づいたのか、「あっごめん。」と、言っ
た。でも、わたしの心の中は、ゆるせない気持でいっぱいだった。やがて、Ａさんがきたので、いっしょ
に遊んだ。でも、遊んでいても、心の中は晴れなかった。
　その日の夜、お母さんにその話をした。お母さんは、わたしの気持をわかってくれたのか、やさしく、「つ
らかったね。」と、言ってくれた。わたしは、自分の気持ちをお母さんにわかってもらえて、すごくうれ
しかった。涙が止まらなかった。次の日の朝、Ｂさんと会った。きのうのことはすっかりわすれてしまっ
たのか、「おはよう。」と、明るくあいさつをしてきた。あいさつをするのはいいことだと思うが、「あっ
ごめん。」だけで終わってしまうのがふしぎだった。
　わたしは、しょうがいのある子とない子を区別しないでほしいと思う。弟は、まわりの人の言葉を心
でしっかり感じることができるのだ。だから、ひどいことは言わないでほしい。言われた本人はもちろ
ん、家族だって悲しくなる。言った本人にとっても何もいいことはないはずだ。弟はみんなと楽しく遊
ぶことができたらどんなにいいかとわたしは思う。わたしは、これからも、弟といっぱい話をして、いっ
ぱい遊びたいと思う。大切な弟だから。

「みんなですすめる健康づくり」のため、次のことに気をつけましょう
○マナーを守りましょう
○子どもや妊婦の居る所では吸わない
○百害あって一利なし。禁煙に挑戦しましょう。ニコチン代替療法や禁煙外来の利用
○未成年はたばこを吸わない。吸わせない。

■�対象者／生活保護世帯及び住民税非課税世帯の方
で、新型インフルエンザワクチンの接種を希望する
方及び接種した方

■申請先・問合せ／保健センター
■助成金額／１回接種３，６００円
　　　　　　２回接種２，５５０円
　　　　　　（ ただし、１回目と違う医療機関で接種し

た場合は３，６００円）

5月31日は　世界禁煙デー（５月31日〜６月６日は禁煙週間）
　　　　Gender and tobacco with an emphasis on marketing to womenスローガン

　　　　　女性へのタバコの売込みをやめさせよう
(このスローガンはWHO（世界保健機関）が定め、呼びかけています。)


